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令和元年度常呂自治区夏季休業中学習サポート実施要項

１　目的
(1) 常呂自治区内の児童・生徒の交流を図る。
(2) 常呂自治区内の小中高の連携を図る。
(3) 常呂自治区内の児童・生徒の学力向上を図る。
２　期日
　　令和元年７月29日（月）
３　場所
　　北海道常呂高等学校視聴覚室
４　参加対象　
　　小学校は３学年以上、中学校及び高校は全学年を対象とする。
５　指導体制
(1) 高校生が小中学生の学習を指導する。
(2) 参加者確定後、グループ分けを行う。
(3) 教職員の参加は自由とする。
６　学習内容
　　参加者は夏季休業中の宿題等を持参し学習をする。
７　日程
　　 9:00～　　　 開会式、グループでの自己紹介
　　 9:10～ 9:50　第１部学習会
　　10:00～10:40　アイスブレイク及び「子ども体験遊びリンピック」
　　10:50～11:30　第２部学習会
11:30～11:40　閉会式
11:40　　　　 解散

「子ども体験遊びリンピック」は、国立青少年教育機構の教育事業であり、子どもを対象に、生活体験や順位を競う楽しさを体験し、体験活動推進の気運を全国的に高めることを目的として実施される。
（協力：道立青少年体験活動支援施設ネイパル北見）

８　今後の流れ
(1) ６月13日（木） 常呂自治区校長・教頭小中合同連携会議にて周知をする。 
(2) ６月26日（水） 職員会議にて教職員に周知をする。
(3) ７月 １日（月）～５日（金）　各小学校において参加者を募集する。
(4) ７月 ８日（月） 各小学校において参加者の集約を行い高校に報告する。
(5) ７月12日（金） 高校から各小中学校へ参加者のグループ等の詳細送付。
(6) 10月の連携会議において、冬季休業または次年度の方向性を検討する。
